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第 16 回日本バイオセーフティ学会総会・学術集会プログラム 
会期：2016 年 11 月 30 日（水）～12 月 1 日（木） 
会場：大宮ソニックシティーソニックシティホール 2F（小ホール） 

 
11 月 30 日（水）（1 日目） 
受付：9 時 30 分～ 
 

開会挨拶  ［ 10：00～10：05 ］ 

学会長 加來 浩器（防衛医科大学校） 
 
教育講演１ ［ 10：05～10：20 ］ 

「新興・再興感染症の現状 2016」 
防衛医科大学校                        加來 浩器 

 
教育講演２ ［ 10：25～11：05 ］ 

座長：加來 浩器（防衛医科大学校） 
「感染症防護・制御技術の開発動向」 
     防衛医学研究センター                     石原 雅之 
 

教育講演３ ［ 11：10～12：00 ］ 

座長：加來 浩器（防衛医科大学校） 
「蚊媒介性感染症とバイオセーフティ」 
     国立感染症研究所                       小林 睦生 
 

総会  ［ 13：00～13：30 ］ 

 

ワークショップ１ BSL４の現状と展望  ［ 13：30～15：20 ］ 
座長：西條 政幸（国立感染症研究所） 
「BSL4 実験室と感染性ウイルスを用いた研究」 
     国立感染症研究所                       下島 昌幸 
「国立感染症研究所の BSL-4 施設が大臣指定を受けるまでの道のりと今後の施設内での 

業務等について」 
     国立感染症研究所                       森川  茂 
「BSL-4 施設を中核とした感染症拠点の形成」 
     長崎大学                           堀尾 政博 
「BSL-4 施設におけるニパウイルス感染症研究」 
     東京大学医科学研究所                    米田 美佐子 
 

シンポジウム１ さまざまな現場での感染管理  ［ 15：30～17：10 ］ 
座長：長沢 光章（国際医療福祉大学）、堀 成美（国立国際医療研究センター） 
「病院検査室と教育施設におけるバイオセーフティ ～日本臨床微生物学会アンケート調査

結果から～」 
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     福島県立医科大学附属病院                   大花  昇 
「臨床検査センターにおけるバイオセーフティ」 

株式会社ビー・エム・エル                   霜島 正浩 
「東京オリンピック 2020 を想定した感染症リスク評価」 
     国立国際医療研究センター                   和田 耕治 
「エボラ出血熱、MERS に対する検疫強化時の対応について 

そして、「東京港客船新時代」にどう備えるべきか」 
     東京検疫所検疫衛生課                     横塚 由美 
「一類感染症発生時の東京都の患者移送体制について」 
     東京都福祉保健局健康安全部感染症対策課            杉下 由行 

 

一般演題   ［ 17：20～17：40 ］ 

座長：加來 浩器（防衛医科大学校） 
「ＢＳＣ作業空間の無菌性能」 

     株式会社日立産機システム                               小野 恵一 

「生物製剤廃液の連続式処理装置の世界での状況について」 
     株式会社エアレックス                     川﨑 康司 
 

懇親会  ［ 18：00～20：00 ］ 

 
 
12 月 1 日（木）（2 日目） 
受付：8 時 30 分～ 
 

ワークショップ２ バイオセーフティガイドラインと認定制度  ［ 9：00～10：20 ］ 

座長：倉田 毅（国際医療福祉大学） 
「日本バイオセーフティ学会 実験室バイオセーフティガイドライン」 
     国立感染症研究所                       篠原 克明 
「バイオセーフティ・プロフェショナルに就いての紹介」 
     （一社）予防衛生協会、イカリ消毒株式会社           北林 厚生 
 

シンポジウム２ バイオセーフティとバイオセキュリティ  

～感染症をセキュリティの観点から考える～  ［ 10：30～12：10 ］ 
座長：四ノ宮 成祥 （防衛医科大学校）、齋藤 智也（国立保健医療科学院） 
「バイオセキュリティ：感染症×公衆衛生×安全保障」 
     国立保健医療科学院                      齋藤 智也 
「バイオセキュリティと病原体管理」 
     国立感染症研究所、世界保健機関西太平洋地域事務局       牧野 友彦 
「バイオセキュリティと BWC の CBMs」 
     日本医療科学大学                       天野 修司 
「バイオセキュリティとデュアルユース問題」 
     防衛医科大学校                       四ノ宮 成祥 
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基調講演   ［ 13：30～14：20 ］ 

座長：山田 憲彦（防衛医科大学校） 
「宇宙医学とバイオセーフティ」 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構              緒方 克彦 
 

一般公開講座  ［ 14：30～15：20 ］ 

（共催：花王プロフェッショナル・サービス株式会社） 

座長：金光 敬二（福島県立医科大学） 
「One World の時代の感染症対策」 

東北大学大学院                         賀来 満夫 
 

一般演題   ［ 15：30～16：20 ］ 

座長：加來 浩器（防衛医科大学校）、金山 敦宏（防衛医科大学校） 
「封じ込め施設のための気密性能試験方法」 
    株式会社竹中工務店                        谷 英明 
「地震時にとる安全対策例 － 緊急保管容器の提案」 
    名古屋市衛生研究所                       榛葉 玲奈 
「竹中技術研究所バイオクリーン・バイオセーフティ実験施設の特徴と概要」 
    株式会社竹中工務店                        柳 博通 
「封じ込め施設における室圧安定化への取り組み」 
    株式会社竹中工務店                       山本 隼人 
「民間検査センターから地方衛生検査所への病原体輸送の現状報告」 
    株式会社ビー・エム・エル                    古舘 信洋 
 

閉会挨拶   ［ 16：20～16：25 ］ 

学会長 加來 浩器（防衛医科大学校） 
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第16回  
日本バイオセーフティ学会総会・学術集会 

 学会長 ： 加來浩器 （防衛医科大学校） 
 会 期 ： 平成28年11月30日、12月1日 
 会 場 ： 大宮ソニックシティ－ ソニックシティホール2F（小ホール） 
       埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-7-5 （下図参照） 

特別講演（市民公開講座） 
       One World の時代の感染症対策 賀来満夫（東北大学） 

基調講演 宇宙医学とバイオセーフティ 緒方克彦（JAXA） 

シンポジウム １ さまざまな現場での感染管理 
シンポジウム ２ バイオセーフティとバイオセキュリティー 

会長講演 新興・再興感染症の現状２０１６ 

ワ‐クショップ １ BSL４の現状と展望 
ワ‐クショップ ２ ガイドラインと認定制度 

一般演題、機器展示など 

第１６回 日本バイオセーフティ学会総会・学術集会事務局 
（日本バイオセーフティ学会事務局） 
株式会社 微生物科学機構内 
〒112-0002 東京都文京区小石川4-13-18 
 FAX 03-6231-4035  Email biseibutsu-com@umin.ac.jp 
第16回総会・学術集会ホームページ
http://www.microbiology.co.jp/jbsa/meeting/index.html 
 

～多様化するバイオセーフティのこれからの課題～ 

ソニックシティ 
ホール 

２Ｆ 小ホール 
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14th CDC International Symposium on 
Biosafety（2016年2月：アトランタ） 

はじめに 
2016年2月1日（月）～3日（水）の3日間、米国

ジョージア州アトランタのCrowne Plaza Raviniaホ
テルで、米・疾病対策予防センター（Centers for 
Disease Control and Prevention：CDC）主催のシ

ンポジウムが開催された。シンポジウムのタイトル

は、「第14回CDCバイオセーフティについての国際

シンポジウム（14th CDC International Sympo-
sium on Biosafety）バイオセーフティマネジメン

ト：過去の教訓から未来へのプランニング

（Biosafety Management：Planning for the Future 
by Learning from the Past）」である。 

2014年、米国では、連邦政府の研究機関でバイオ

セーフティ上の重大な出来事が立て続けに起きた。

それを受けて、研究がもたらす利益とリスクについ

てのさまざまな議論が、連邦政府および科学コミュ

ニティのあいだで行われてきた。今回のシンポジウ

ムにおいても、「リスク・ガバナンス（Risk Gov-
ernance）」というセッションで、研究がもたらす利

益とリスクに関連のある議題が数多く、講演、アク

ティビティおよびパネルディスカッションで取り上

げられていた（表1）。本稿では、それらを中心に紹

介する。 
 
1．研究のリスクと利益に関連のある講演 
研究のリスクについて分析した論文は、これまで

も数多く発表されている。Klotzらの論文では、

LWC（likelihood weighted consequence）分析モデ

ルに基づいて、研究所から病原体が偶発的に漏洩し

た場合の起こりうる結果が示されている1)。Merler
らの論文では、漏洩した病原体を、地域コミュニ

ティで封じ込めることができる可能性について分析

されている2)。現在、サンディア国立研究所では、

バイオリスクマネジメントが、どのように病原体の

漏洩リスクを下げるのかについての分析モデルを開

発している。Susan Caskey氏は、「Risk and Deci-
sion Analysis for Biosafety Management」という演

題の講演のなかで、その分析モデルの開発状況を説

明した。 
「Building Connections」という演題のセッション

では、エモリー大学のPaula Des Roches氏とノース

カロライナ保健福祉局のDee Pettit氏が、それぞれ

講演を行った。エモリー大学の附属病院では、2014
年、米国内ではじめてエボラ出血熱患者の医療対応

が行われた。Paula Des Roches氏は、その当時の各

専門家の連携体制や感染を防ぐための取組みについ

て解説した。エボラ出血熱患者を治療するためのプ

ロトコールは、内科医、看護師、その他の臨床ス

タッフ、研究者、バイオセーフティ・オフィサーな

ど異なる分野の専門家の協力のもとで作成された。

現在、その経験をもとに、MERS、SARS、新型イ

ンフルエンザ、天然痘、Zikaのウイルスに感染した

患者の治療のためのプロトコールの作成が進められ

ている。 
Dee Pettit氏は、センチネル研究所（Sentinel 

Labs）におけるバイオリスクマネジメントについて

説明した。センチネル研究所では、日常的に微生物

 

会議参加報告 
 

14th CDC International Symposium on Biosafety参加報告 
 

天野 修司 

 

日本医療科学大学保健医療学部医療・基礎教育科 
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表1. 「14th CDC International Symposium on Biosafety」の主なプログラム 
 

Session 1：Risk Governance 
1. Risk and Decision Analysis for Biosafety Management【講演】 
2. Building Connections【講演】 
3. Using ROI Analysis to Inform QI & Decision Making【講演】 
4. ROI Animal Facilities【講演】 
5. USDA ARS: Building a Culture of Safety【講演】 
6. ABSA International Update【講演】 
7. Activity: Designing Risk Assessment Templates【アクティビティ】 
8. Setting Risk Tolerance Limits: A Panel Discussion【パネルディスカッション】 

Session 2：Risk Communication  
1. Risk Communication and Biosafety: Making First Impressions You Want to Last 

【講演】 
2. Skills for Communicating within an Organization【講演】 

Session 3：Emerging Regulations and Guidelines  
1. Revisions: Where are these regulations and guidelines going? How have they changed?

【パネルディスカッション】 
2. Canada’s Human Pathogens and Toxins Act: Lessons Learned【講演】 

Session 4：Healthcare for Field Workers and International Visitors 
1. Post-Deployment Support: Lessons Learned from Ebola Response【講演】 
2. Biological Risk Management Implementation: Experiences with Ebola in West Africa 

and Elsewhere【講演】 
Session 5：Biosafety in the Future：Workforce, Training, Competencies 

1. Competencies: The Building Blocks of the Safety Culture【講演】 
2. Training and Professional Development: How to Evaluate Training【講演】 
3. Panel Discussion: Ideas on How People Can Enter the Biosafety Field When No Educa-

tional or Career Path Exists【パネルディスカッション】 
4. Use of ISO 35001 (CWA 15793) as a Tool for Metrics【講演】 

 
 
学的検査サービスを提供しており、検査対象が危険

な病原体である可能性があれば、国立研究所

（National Labs）やレファレンス研究所（Refer-
ence Labs）に送られることになっている。Dee Pet-
tit氏は、センチネル研究所では、病原体が特定でき

ていない段階で検査を行うので、リスク評価が極め

て困難であると述べていた。 
州および地域衛生官協会（Association of State 

and Territorial Health Officials：ASTHO）のKarl 
Ensign氏は、「Using ROI Analysis to Inform QI & 
Decision Making」という演題で講演を行った。

ASTHOは、CDCからの助成金を受けて、公衆衛生

の関連機関における投資利益率（return on invest-
ment：ROI）を算出するためのキャパシティビル

ディングの支援を行っている。講演のなかで、 

 
Karl Ensign氏は、新しいデータの収集、長期的な

施策の評価、多くの機関が携わるプロジェクトの評

価など、ROIを算出するうえでの課題について指摘

した。 
続いて、CDCのSharon Dietz-Ostergaard氏は、

「ROI Animal Facilities」という演題で講演を行っ

た。BSL3施設の建設および運営には、同じ規模の

研究施設の約3倍の費用がかかるといわれている。

動物実験施設（Animal Facilities）では、さらに動

物の取り扱いについて専門的な知識と技術を有する

スタッフを雇用しなければならない。加えて、全て

のスタッフに追加的な訓練が必要となる。BSL3の
動物実験施設を建設する際には、それだけの投資に

見合うだけの利益が得られるかどうかを考慮しなけ

ればならない。 
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物の取り扱いについて専門的な知識と技術を有する

スタッフを雇用しなければならない。加えて、全て

のスタッフに追加的な訓練が必要となる。BSL3の
動物実験施設を建設する際には、それだけの投資に

見合うだけの利益が得られるかどうかを考慮しなけ

ればならない。 
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2. 参加型のアクティビティ 
  参加型のアクティビティとして、「Designing 
Risk Assessment Templates」というセッションが

行われた。CDCのPaul Meechan氏がコーディネー

ターとなって、リスク評価のテンプレートを作成す

るための議論が行われた。まず、Paul Meechan氏
は、そもそも「リスク評価とは、何に対して行うも

のか（What are we doing a risk assessment on?）」
と質問し、シンポジウムの参加者から、「病原体」、

「設備」、「施設」などの意見が出された。筆者は、

「マネジメントの方法もリスク評価の対象になりう

る」と発言し、多くの参加者からの賛同を得た。 
次に、Paul Meechan氏は、カナダの職業安全衛

生センター（Canadian Centre for Occupational 
Health and Safety）の定義に従って、ハザード

（hazard）とリスク（risk）の違いについて説明し

た。ハザードは、潜在的にダメージを与える源であ

り、リスクは、ハザードに暴露されたときに、ダ

メージを受ける可能性のことである。ゆえに、リス

クは、可能性を含むものであるため、データの収集

や使い方について考える必要がある。しかし、それ

らには、まだまだ多くの課題があるということが、

その後の議論で明らかとなった。 
 
3. パネルディスカッション 
  パネルディスカッションは、「Setting Risk Toler-
ance Limits: A Panel Discussion」という演題で行

われた。リスクの許容範囲（Risk Tolerance Lim-
its）というものを、どのように設定するかという問

題についての答えは、国や企業など答える者の立場

によって大きく異なる。CDCのRob Weyant氏は、

国という立場からそのような問題にアプローチする

事例として、米国における機能獲得型実験の利益と

リスクの評価についての議論を紹介した。リスクの

許容範囲についての考え方は、国によっても異な

る。世界保健機関（World Health Organization：
WHO）のKazunobu Kojima氏は、WHOが、そのよ

うな各国の意見を調整するモデレーターの役割を果

たすであろうと述べていた。 
ノースカロライナ保健福祉局のDee Pettit氏は、

研究所レベルでは、リスクの許容範囲という考え方

よりも、リスクを最小限にするというコミットメン

トが重要であるという認識を示した。テキサス大学

医学部門のDee Zimmerman氏は、科学者と地域住

民が、リスクについて円滑なコミュニケーションを

図るための取組みを紹介していた。メルク・アン

ド・カンパニーのBarbara Owen氏および食品医薬

品局（Food and Drug Administration：FDA）の

John Balog氏からは、それぞれ企業と規制機関とい

う立場からリスクの捉え方についての見解を示し

た。 
 
おわりに 
  研究の利益とリスクについての議論が、ROIの話

にまで広がっていることは大変興味深いと思われ

た。研究の利益とリスクについての考え方は、政

府、企業、研究機関など立場によって異なるもので

ある。また、正確な利益とリスクを算出するための

データの収集や使い方にも、まだまだ課題が多く残

されている。日本では、研究の利益とリスクについ

ての議論は、あまり行われていないが、今後、日本

バイオセーフティ学会の学術集会などでも取り上げ

るべきテーマではないかと思われる。 
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